
















































































4.結 果 と 考 察
4-1 粒度組成,CaCO 3量,C･N量
粒度分析の結果 (第 1表,第 1図)では,沿岸域 St.1,湾奥部 St.9,10,12は,含泥
量が50%を超えている｡これらの泥質堆積物は,由良川から流れ込んだ泥が湾奥部に堆積
したものと考えられる｡とくにSt.10,12は含泥量が約90%のシル トとなっている｡若狭湾
では湾央部 となるSt.4, 5は,含泥量が51.7%,56.2%のシル ト質砂である｡ このSt.
4,5は,水深が125m,134mである｡ 湾央部としたSt.3もシル ト質砂である｡ この海域
の泥は,由良川からもたらされた泥の一部が運ばれて堆積したものと考えられる｡一方,
海峡部 (St.2, 6, 8),沿岸部 (St.13)や湾奥部 (St.ll),由良川 (St.14)は,含泥量
が20%程度の砂質堆積物となっている｡
貝殻などの石灰質堆積物に由来する炭酸カルシウムCaCO 3量 (第 1表,第 2図)は,拷
奥部は,5.8%以下と少ないが,沖にむかい徐々に増加し,湾央部 St.4, 5は,約10%と
Table 1 Analyticaldataofsedimentsfrom Tango-kaibay
St. Depth CaCO3 M d Mud C N C/N ♂13C ft. Sediments Area








































































































































































































































































































Mean 74 7.7 3.52 41.8 0.78 0.08 9.8 -22.8 46.2











ものと考えられる (第 1表,第 3図)｡
4-2 有機炭素同位体比 ♂13C
有機炭素同位体比 ♂13C(‰)(第 1表,第 4図)の分布について,由良川の堆積物 St.14









32.9%である｡湾央部 St.4, 5においても寄与率は低 く,35.7%,37.1%となっている｡
4-3 脂肪族炭化水素 (アルカン)
脂肪族炭化水素 (アルカン)は,C14-C37-アルカンを検出して定量した｡含有量 (〟g/
g)は0.44-2.54/Jg/gである (第 2表)｡アルカン含有量 (第 5図)は,由良川のSt,14は
1.99〟g/gと大きい｡湾奥部のSt.12のシル トは,最大の2.54/Jg/gであり,St.9,10,ll
も大きい｡海峡部のSt.2, 6,8では低 く0.44-0.91JJg/gとなる｡沖合いの湾央部 St.
4, 5で再び大きくなり1.29JJg/g,1.92JJg/gである｡このように堆積物のアルカンは,
Table2 n-Alkanesdataforsurfacesedimentsfrom Tango-kaiBay
St. n-Alkanes Sediments Area










































































































































Mean 1.21 161 0.44 2.24


















n-アルコール含有量 (〟g/g)は,湾奥部のSt.10,12のシル トで最も高 く,海峡部 St.
2,6,8では含有量が低下する｡また,湾央部 St.3,4のシル ト質砂は,アルコール含











〟g/g ′上g/g-C L/H CPI
1 6.05 776 0.39 9.35
2 3.08 1062 0.49 8.56
3 4.17 802 0.66 9.03
4 7.52 792 0.73 9.47
5 2.33 206 0.43 9.90














































Mean 4.94 675 0.51 9.77
Rm:Rivermouth Bh:Bayhead mB:Midbay Bc:Baycoast St:Strait




Fig.9 Distributionofβ-sitosterolfromTango-kaiBay Fig.10 Distributionofcholesterol
Table4 Sterolsdataforsurfacesedimentsfrom Tango-kaiBay
St. 4-desmethylsteroldinosteroI Sediments Area











































































































































Mean 6.72 0.96 0.49 80.3
Rm:Rivermouth Bh:Bayhead mB:Midbay Bc:Baycoast St:Strait
若狭湾西部の丹後海堆積物中の脂質組成 と分布 23
源の有機物の寄与を示す生物指標化合物 (バイオマーカー)とされている (DeLeeuwet
a1.,1983;Robinsoneta1.,1984)0 dinosterol含有量 (〟g/g)は,海峡部 St,1, 3と湾





ol)は21種が確認された (第 5表)｡ステロール含有量 (〟g/g)は,湾奥部のSt.10,12の
シル ト,湾央部のSt.3,4,5のシル ト質砂および沿岸部のSt.1のシル ト質砂に多くなっ
ている (第 4表,第 8図)0
陸上の高等植物起源とされるβ-sitosterol(U)(%)の分布は沖合いにむかって減少して





































































































































































Cn:炭素数 D.B∴二重結合の位置 MW (TMS):質量数(TMS化)
24 近 藤 寛
C-27
Fig.11 C26-C27-C29 SterOIs




























は,海峡域 と湾央部の堆積物が多い｡入 り江～湾および陸源 とされるものは,湾奥部 と河
口部の堆積物が多い｡各海域においてステロール組成に違いがみられた｡
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